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第
２
編
　
基
本
計
画●
県
内
の
人
工
林
は
、
建
築
用
材
に
適
し
た
40
年
生
以
上
が
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る
な
ど

成
熟
期
に
あ
り
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
計
画
的
な
主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
県
内
の
製
材
工
場
等
で
は
北
洋
材
か
ら
国
産
材
へ
の
原
料
転
換
が
進
む
な
ど
、
県
産
材
製

品
の
生
産
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
り
、
県
産
材
の
素
材
生
産
量
は
増
加
す
る
と
と
も
に
、
県

産
材
を
使
用
し
た
住
宅
建
設
へ
の
助
成
や
公
共
建
築
物
の
木
造
化
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
県
産
材
の
利
用
量
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
産
材
素
材
生
産
量
：
５
万
㎥（
20
08
〈
H2
0〉
年
）⇒
９
万
７
千
㎥（
20
16
〈
H2
8〉
年
）

●
一
方
で
、
今
後
も
木
材
価
格
の
大
幅
な
上
昇
は
見
込
め
ず
、
林
業
の
採
算
性
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
木
材
生
産
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
20
16

（
H2
8）
年
9月
に
制
定
さ
れ
た「
富
山
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」に
基
づ
き
、
県
産
材
の

安
定
供
給
体
制
の
整
備
と
幅
広
い
分
野
で
の
県
産
材
の
利
用
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●
林
業
の
担
い
手
の
若
返
り
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
定
着
率
が
他
産
業
に
比
べ
て
低
く
、
近

年
は
林
業
就
業
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
林
業
の
魅
力
向
上
と
持
続

的
な
林
業
経
営
に
よ
る
林
業
担
い
手
を
育
成
・
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

林
業
担
い
手
の
平
均
年
齢
：
60
歳（
19
93
〈
H5
〉年
）⇒
50
歳（
20
16
〈
H2
8〉
年
）

新
規
就
業
者
の
３
年
後
定
着
率
：
林
業
55
％
、
建
設
業
70
％（
20
16
〈
H2
8〉
年
）

資
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資
料
：
県
森
林
政
策
課
調
べ

現
状
と

課
題

地
域
林
業
の
担
い
手
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
県
産
材
が

安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
需
要
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

政
策

目
標

政
策
の
目
指
す
べ
き
成
果

■
県
産
材
素
材
生
産
量
と
素
材
価
格
の
推
移

■
林
業
担
い
手
数
の
推
移

活
力 14

展
開
目
標
２
  生
産
性
・
付
加
価
値
の
高
い
農
林
水
産
業
の
振
興

森林
の整
備と
林業
の振
興、
県産
材の
活用
促進

1
6
1

第
２
章
　
基
本
政
策
 ／
 第
２
節
　
活
力
と
や
ま

２
 生
産
性
・
付
加
価
値
の
高
い
農
林
水
産
業
の
振
興

活 力 と や ま 14 森 林 の 整 備 と 林 業 の 振 興 、 県 産 材 の 活 用 促 進

●
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
効
率
的
活
用
に
よ
る
森
林
施
業
の
集
約
化
を
一
層
推
進
し
、

木
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」（
※
１
）

等
に
よ
る
再
造
林
を
推
進
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

●
品
質
の
確
か
な
県
産
材
製
品
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
生
産
・
流
通
・
加
工
体
制
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
建
設
や
公
共
施
設
な
ど
非
住
宅
分
野
で
の
木

造
化
・
内
装
木
質
化
の
一
層
の
促
進
、
全
国
植
樹
祭
（
20
17
〈
H2
9〉
年
５
月
）の
大
会
開

催
を
契
機
に
、
よ
り
一
層
県
民
へ
の
木
の
良
さ
の
普
及
と
県
産
材
の
需
要
拡
大
に
よ
る
林

業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
経
営
感
覚
に
優
れ
た
林
業
事
業
体
の
育
成
と
、
間
伐
や
主
伐
に
お

け
る
低
コ
ス
ト
木
材
生
産
や
効
率
的
な
再
造
林
・
保
育
な
ど
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に

向
け
た
一
連
の
施
業
を
担
う
現
場
技
能
者
を
育
成
・
確
保
し
ま
す
。

取
組
み
の

基
本
方
向

主
な
施
策

1
森
林
資
源
の
循
環

利
用
と
生
産
基
盤

の
整
備

●
間
伐
等
の
森
林
整
備
の
推
進
に
よ
る
健
全
な
人
工
林
の
育
成

●
計
画
的
な
主
伐
と
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」に
よ
る
再
造
林
の
推
進

●
林
道
や
作
業
道
の
開
設
と
原
木
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
な
ど
の
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

●
低
コ
ス
ト
生
産
を
促
進
す
る
た
め
の
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
対
す
る
支
援

2
県
産
材
の
安
定
供

給
体
制
の
整
備
と

木
材
の
需
要
拡
大

●
需
給
情
報
の
共
有
化
な
ど
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
円
滑
化
に
よ
る
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
整
備

●
木
材
加
工
流
通
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
よ
る
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県
産
材
製
品
の

供
給
体
制
の
整
備

●
県
産
材
を
使
用
す
る
住
宅
建
設
や
公
共
施
設
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
へ
の
支
援

●
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
契
機
に
高
ま
っ
た
県
産
材
利
用
の
気
運
の
醸
成
に
向
け
た
一
層
の

普
及
啓
発
と
木
育（
※
２
）の
推
進

3
林
業
事
業
体
の
経

営
基
盤
の
強
化
と

担
い
手
の
育
成
・

確
保

●
地
域
林
業
を
担
う
林
業
事
業
体（
※
３
）の
経
営
基
盤
の
強
化

●
林
業
事
業
体
の
経
営
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保

●
林
業
カ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
担
う
現
場
技
能
者
等
の
育
成
・
確
保

●
伐
採
収
入
増
大
の
取
組
み
な
ど
に
よ
る
農
林
水
産
公
社
分
収
造
林
事
業（
※
４
）の
経
営
改

善

（
※
１
）
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」
 本
県
が
全
国
に
先
駆
け
開
発
し
た
、
花
粉
を
全
く
飛
ば
さ
な
い
ス
ギ
。
成
長
が
良
い
な
ど
林
業
用
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。

（
※
２
）
木
育
 木
製
品
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
木
材
へ
の
親
し
み
や
木
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
木
材
の
良
さ
や
利
用
の
意
義
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
教
育
活
動
。

（
※
３
）
林
業
事
業
体
 森
林
所
有
者
か
ら
の
受
託
や
請
負
に
よ
っ
て
、
造
林
や
保
育
、
木
材
生
産
等
を
行
う
森
林
組
合
や
素
材
生
産
業
者
な
ど
。

（
※
４
）
分
収
造
林
事
業
 農
林
水
産
公
社
が
土
地
所
有
者
に
代
わ
っ
て
造
林
を
行
い
、
伐
採
時
の
収
益
を
土
地
所
有
者
と
一
定
割
合
で
分
け
合
う
事
業
。

1



1
6
2

第
２
編
　
基
本
計
画

森
林
の
整
備
と

林
業
の
振
興
、

県
産
材
の

活
用
促
進

●
住
宅
等
へ
の
県
産
材
の
積
極
的
な
利
用

●
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
に
対
す
る
理
解

●
 森
林
境
界
の
明
確
化
と
森
林
整
備
の
推
進

●
 公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
の
推
進

●
 所
有
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全

●
 主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森
林
資
源
の

循
環
利
用

●
 需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
県
産
材
製
品

の
供
給

●
県
産
材
製
品
の
Ｐ
Ｒ

●
 森
林
経
営
計
画
の
作
成
に
よ
る
施
業
の
集
約
化

●
 森
林
整
備
の
推
進
と
県
産
材
の
安
定
供
給

市
町
村

県
 民

森
林
所
有
者

木
材
流
通
・
加
工
事
業
者

林
業
事
業
体

県
民
等
に
期
待
す
る
主
な
役
割

第
68
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
た
県
産
材
を
使
っ
た
お

野
立
所

全
国
植
樹
祭
で
は
初
め
て
と
な
る
、
柱
や
梁
な
ど
の
構
造
部
材
に
県
産
材
を
使
っ
た
木
製
テ
ン
ト

1
6
3

第
２
章
　
基
本
政
策
 ／
 第
２
節
　
活
力
と
や
ま

２
 生
産
性
・
付
加
価
値
の
高
い
農
林
水
産
業
の
振
興

活 力 と や ま 14 森 林 の 整 備 と 林 業 の 振 興 、 県 産 材 の 活 用 促 進

間
伐
を
実
施
し
た
ス
ギ
人
工
林

富
山
県
美
術
館
に
お
け
る
県
産
材
を
使
っ
た
内
装
の
木
質
化

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
伐
採
状
況

林
業
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
現
地
研
修

県
民
参
考
指
標
 （政
策
目
標
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
指
標
）

県
産
材
素
材
生
産
量

県
内
で
伐
採
さ
れ
、
製
材
や
合
板
、
チ
ッ
プ
な
ど
に
供
さ
れ
る
丸
太
の
材
積

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

間
伐
等
の
森
林
整
備
や
計
画
的
な

主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

現
況
の
約
４
割
の
増
加
を
目
指
す
。

63
千
㎥

97
千
㎥

13
0
千
㎥

14
0
千
㎥

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

生
産
性
の
向
上
や
作
業
の
効
率
化
・

省
力
化
を
進
め
、
今
後
の
素
材
生
産

量
の
拡
大
や
再
造
林
等
の
事
業
量

に
見
合
っ
た
就
業
者
数
の
確
保
を

図
る
。

48
9
人

45
2
人

45
0
人

45
0
人

年
間
30
日
以
上
、
林
業
に
直
接
従
事
す
る
就
業
者
数

林
業
就
業
者
数

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明
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8

第
２
編
　
基
本
計
画●
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
（
※
１
）を
活
用
し
て
、
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
荒
廃
し
た
里
山
林
、

手
入
れ
の
不
十
分
な
人
工
林
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
花

粉
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
跡
地
に
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の

輝
き
」の
植
栽
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
林
を
中
心
に
松
く
い
虫
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

無
花
粉
ス
ギ
植
栽
面
積［
累
計
］（
20
12
年
：
2.
3h
a⇒
20
16
年
：
42
.2
ha
）

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
材
積

（
20
11
年
：
38
7㎥
⇒
20
12
年
：
78
0㎥
⇒
20
14
年
：
1,
50
4㎥
⇒
20
16
年
：
94
1㎥
）

●
と
や
ま
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
※
２
）に
よ
る
活
動
支
援
に
よ
り
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
へ
の
取
組
み
が
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
20
15
（
H2
7）
年
に
実
施
し
た
水
と
緑
の
森
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
で
は
、

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
条
件
付
き
を
含
め
て

95
.3
%
の
賛
成
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
課
税
期
間
を
20
21

年
度
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
の
年
間
参
加
延
べ
人
数

（
20
05
年
：
1,
67
2人
⇒
20
08
年
：
10
,0
33
人
⇒
20
16
年
：
12
,4
39
人
）

●
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
20
16
（
H2
8）
年
に
策
定
し
た
、
新
た
な
富
山
県
森
づ
く
り
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
を
活
用
し
、
海
岸
林
で
の
重
点
的
な
松
く
い
虫
被
害

対
策
を
含
む
里
山
林
の
整
備
な
ど
の
多
様
な
森
づ
く
り
や
、
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森

の
輝
き
」を
再
造
林
の
切
り
札
と
し
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
ま
た
、
全
国
植
樹
祭
（
20
17
〈
H2
9〉
年
５
月
）の
開
催
を
契
機
に
高
ま
っ
た
県
民
参
加
の

森
づ
く
り
の
気
運
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
森
づ
く
り
へ
の

理
解
を
広
め
る
と
と
も
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
の
定
着
と

拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
と

課
題

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
県
土
を
支
え
る
多
様
な
森
づ
く
り
と
そ
れ
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
四
季
折
々
の
花
と
緑
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
快
適
な
生
活
環
境
が
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

政
策

目
標

政
策
の
目
指
す
べ
き
成
果

（
※
１
）
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
 県
民
全
体
で
支
え
る
森
づ
く
り
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
20
07
（
H
19
）年
か
ら
県
民
税
均
等
割
へ
の
超
過
課
税
方
式
で
導
入
。
課
税
期
間
は

20
21
年
度
ま
で
。

（
※
２
）
と
や
ま
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
対
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
草
刈
り
鎌
な
ど
機
材
の
貸
出
や
保
険
料
の
支
援
、
森
づ
く
り
活
動
に
必
要
と
な
る

技
術
の
習
得
な
ど
、
総
合
的
・
専
門
的
に
支
援
す
る
組
織
。

未
来 28

展
開
目
標
４
  ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

水と
緑の
森づ
くり
・花
と緑
の地
域づ
くり

3
3
9

第
２
章
　
基
本
政
策
 ／
 第
３
節
　
未
来
と
や
ま

４
 ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

未 来 と や ま 28 水 と 緑 の 森 づ く り ・ 花 と 緑 の 地 域 づ く り

●
花
と
緑
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、（
公
財
）花
と
緑
の
銀
行（
※
３
）組
織
を
活
か
し
、県
・

市
町
村
・
県
民
が
協
働
し
た
取
組
み
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
活
動
に
よ
る
花
壇
数
も
着
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
緑
化
の
推
進
役
で
あ
る
頭
取
・
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー（
※
４
）

数
は
、
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 頭
取
・
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
数（
19
91
年
：
72
3人
⇒
20
12
年
：
2,
07
8人
⇒
20
16
年
：
2,
17
7人
）

●
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
に
よ
る
花
と
緑
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

花
と
緑
の
銀
行
組
織
を
活
か
し
た
地
域
緑
化
の
新
規
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
と
育
成
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
基
） 0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

20
06

（
H1
8）

2,
14
6

20
12

（
H2
4）

2,
64
8

20
13

（
H2
5）

2,
75
7

20
14

（
H2
6）

2,
77
5

20
15

（
H2
7）

2,
81
6

20
16

（
H2
8）

2,
87
4

資
料
：
県
森
林
政
策
課
調
べ

■
花
と
緑
の
グ
ル
ー
プ
等
が
育
成
す
る
花
壇
数

　（
20
21
年
度
目
標
数
2,
70
0基
）

1
水
と
緑
に
恵
ま
れ

た
県
土
を
支
え
る

多
様
な
森
づ
く
り

の
推
進

●
県
民
と
の
協
働
に
よ
る
里
山
林
の
整
備
や
海
岸
林
で
の
松
く
い
虫
被
害
対
策
な
ど
の
推
進

●
奥
地
の
過
密
人
工
林
や
竹
が
侵
入
し
た
人
工
林
の
、
ス
ギ
と
広
葉
樹
が
混
在
す
る
混
交
林

へ
の
誘
導

●
ス
ギ
伐
採
跡
地
へ
の
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」の
植
栽
の
推
進

主
な
施
策

（
※
３
）（
公
財
）花
と
緑
の
銀
行
 置
県
90
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
19
73
（
S4
8）
年
に「
花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
」の
推
進
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
本
県
独
自
の
組
織
。

（
※
４
）
頭
取
・
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
 地
方
銀
行
（
小
学
校
下
単
位
）で
活
動
す
る
花
と
緑
の
指
導
者
。
地
域
で
全
般
的
な
指
導
を
行
う
頭
取
１
名
と
数
名
の
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
が

緑
化
技
術
の
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

●
生
物
多
様
性
の
保
全
や
野
生
動
物
と
の
共
生
な
ど
を
目
指
し
た
里
山
林
整
備
、
水
土
保
全

機
能
な
ど
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
た
混
交
林
の
整
備
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
花
粉

症
対
策
の
両
立
に
寄
与
す
る
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」の
植
栽
支
援
な
ど
、
水

と
緑
の
森
づ
く
り
税
を
活
用
し
た
多
様
な
森
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
全
国
植
樹
祭
の
開
催
で
高
ま
っ
た
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
気
運
を
引
き
継
ぎ
、
と
や
ま

の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援
や
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
広
く
県
民
に
森
林
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
森
林

環
境
教
育
な
ど
、
と
や
ま
の
森
を
支
え
る
人
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
花
と
緑
の
銀
行
と
市
町
村
や
民
間
団
体
等
と
の
、
よ
り
実
行
性
の
あ
る
役
割
分
担
の
も
と
、

活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
推
進
役
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
の
育
成
や
花
と
緑
の
グ
ル
ー

プ
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
住
民
に
よ
る
花
と
緑
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

取
組
み
の

基
本
方
向

3
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地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
里
山
再
生
整
備

伐
採
跡
地
に
植
栽
さ
れ
た
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」

2
と
や
ま
の
森
を
支

え
る
人
づ
く
り
の

推
進

●
と
や
ま
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
支
援

●
里
山
林
の
維
持
管
理
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
り
困
難
と
な
っ
た

里
山
林
の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー（
※
５
）を
養
成

●
森
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
森
の
寺
子
屋（
※
６
）の
開
催
な
ど
、
森
林
環
境
教

育
の
推
進

●
公
共
施
設
等
の
木
造
化
や
、
県
産
材
遊
具
の
導
入
支
援
等
に
よ
る
木
育
の
推
進

3
県
民
緑
化
運
動
の

推
進
と
花
と
緑
の

あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り

●
中
央
植
物
園
な
ど
の
拠
点
施
設
を
は
じ
め
、
道
路
や
水
辺
、
公
園
や
学
校
な
ど
に
花
と
緑

が
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

●
花
と
緑
の
銀
行
を
中
心
と
し
た
、
県
民
が
主
役
の
花
と
緑
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進

●
地
域
緑
化
の
推
進
役
と
し
て
、
花
と
緑
の
銀
行
か
ら
委
嘱
・
登
録
さ
れ
た
頭
取
・
グ
リ
ー

ン
キ
ー
パ
ー
に
よ
る
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
と
支
援

（
※
５
）
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
 過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
だ
け
で
は
、
管
理
が
困
難
な
地
区
に
手
助
け
を
行
う
、
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
う
こ
と
の
で

き
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

（
※
６
）
森
の
寺
子
屋
 児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
、
広
く
一
般
県
民
を
対
象
に
、
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー（
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
解
説
や
知
識
の
普
及
を
行
う
た

め
、
県
が
認
定
し
た
指
導
者
）が
出
前
講
座
・
森
林
教
室
な
ど
を
開
催
。

水
と
緑
の
森
づ
く
り
・

花
と
緑
の
地
域
づ
く
り

●
森
林
の
公
益
的
機
能
の
理
解
の
促
進
と

森
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
加

●
地
域
緑
化
活
動
へ
の
自
主
的
な
参
加

●
森
づ
く
り
へ
の
参
加

●
事
業
所
に
お
け
る
緑
化
活
動

●
 市
町
村
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
策
定

●
 森
づ
く
り
に
関
す
る
地
域
住
民
等
と
の
合

意
形
成

●
 地
域
の
緑
化
活
動
へ
の
支
援

県
民
等
に
期
待
す
る
主
な
役
割

市
町
村

企
 業

県
 民

●
 森
林
の
公
益
的
機
能
の
認
識
と
所
有
森
林
の

整
備
・
保
全
の
推
進

●
  森
林
の
整
備
・
保
全
の
推
進

●
  森
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

森
林
所
有
者
・
森
林
組
合

3
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り

未 来 と や ま 28 水 と 緑 の 森 づ く り ・ 花 と 緑 の 地 域 づ く り

県
民
参
考
指
標
 （政
策
目
標
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
指
標
）

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

今
後
、
優
先
的
に
整
備
が
必
要
な

森
林（
市
町
村
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
で

手
入
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
面
積

4,
60
0h
a）
に
つ
い
て
、
幅
広
い
県
民

の
参
加
に
よ
る
整
備
を
目
指
す
。

1,
29
6
ha

2,
62
8
ha

3,
60
0
ha

4,
60
0
ha

竹
林
を
含
む
里
山
林
を
整
備
す
る
面
積（
累
計
）

里
山
林
の
整
備
面
積

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

－
20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」

の
苗
木
の
供
給
状
況
を
勘
案
し
、
ス

ギ
花
粉
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
る
森

林
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
植
栽
を
目

指
す
。

－
42

ha
20
0
ha

50
0
ha

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

現
在
、
活
動
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
定
着
と
全
国
植
樹
祭
の

開
催
に
よ
り
森
づ
く
り
活
動
へ
の
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年

間
参
加
延
べ
人
数
の
さ
ら
な
る
増
加

を
目
指
す
。

10
,7
75

人
12
,4
39

人
13
,0
00

人
13
,0
00

人
以
上

ス
ギ
の
伐
採
跡
地
に
植
栽
す
る
優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」の
植
栽
面
積

優
良
無
花
粉
ス
ギ「
立
山
 森
の
輝
き
」の
植
栽
面
積

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

県
民
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
へ
の
年
間
参
加
延
べ
人
数

県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
の
年
間
参
加
延
べ
人
数

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

富
山
県
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
森
の
寺
子
屋
の
開
催

花
と
緑
の
グ
ル
ー
プ
等
が
育
成
す
る
花
壇

4
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本
県
の
険
し
い
地
形
や
崩
れ
や
す
い
地
質
か
ら
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
河
川
の
氾
濫
、

土
石
流
、
地
す
べ
り
、
山
腹
崩
壊
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
被
る
と
と
も
に
、
富
山
湾
特
有

の
寄
り
回
り
波
に
よ
る
越
波
災
害
な
ど
の
高
波
被
害
や
海
岸
侵
食
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
、
20
15
（
Ｈ
27
）年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
や
20
16
（
Ｈ

28
）年
４
月
の
熊
本
地
震
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
多
様
な
災
害
が
頻
発
、
激
甚
化
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
治
山
・
治
水
・

土
砂
災
害
対
策
、
津
波
・
高
波
・
海
岸
侵
食
対
策
の
施
設
整
備
、
農
業
水
利
施
設
整
備
、

森
林
・
農
地
の
保
全
及
び
防
災
・
減
災
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
ま
た
、
近
年
で
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
市
街
地
や
宅
地
開
発
が
進
む
地
域
の
河
川
・
排
水

路
に
お
い
て
浸
水
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、そ
の
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
一
方
、
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
橋
梁
等
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
急
速

に
進
展
し
て
お
り
、今
後
、修
繕
や
更
新
時
期
が
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
か
つ
予
防
保
全
的
な
維
持
・
管
理
を
進
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

現
状
と

課
題

水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
県
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
施
設
等
が
整
備
さ
れ
、
社
会
の

重
要
な
機
能
が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず
維
持
さ
れ
る
、
災
害
に
強
い
県
土
が
形
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

政
策

目
標

政
策
の
目
指
す
べ
き
成
果

資
料
：
県
河
川
課
調
べ

19
87

(S6
2)

19
95

(H
7)

19
98

(H
10
)

20
04

(H
16
)

20
08

(H
20
)

20
16

(H
28
)

08 6 4 210121416（
回
/年
）

約
3.
5倍
増
加

19
87
～
19
96

平
均
0.
8回
／
年

20
07
～
20
16

平
均
2.
9回
／
年

資
料
：
県
砂
防
課
調
べ

200
0

(H1
2)1629

44311

89522

612321

18121444

981835

251724

538
33222176

15511

55818

110617

57820

6101430

631827

2114

22610

200
1

(H1
3)
200
2

(H1
4)
200
3

(H1
5)
200
4

(H1
6)
200
5

(H1
7)
200
6

(H1
8)
200
7

(H1
9)
200
8

(H2
0)
200
9

(H2
1)
201
0

(H2
2)
201
1

(H2
3)
201
2

(H2
4)
201
3

(H2
5)
201
4

(H2
6)
201
5

(H2
7)
201
6

(H2
8)

040 30 20 1050607080（
件
数
）

が
け
崩
れ

地
す
べ
り

土
石
流

■
県
内
に
お
け
る
時
間
雨
量
50
㎜
以
上
の
降
雨
の
発
生
回
数

■
県
内
に
お
け
る
土
砂
災
害
の
発
生
件
数

安
心 21

展
開
目
標
４
  災
害
に
強
く
、「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
県
」づ
く
り

防
災・
減
災
、災
害
に
強
い
県
土
づ
くり

4
2
5

第
２
章
　
基
本
政
策
 ／
 第
４
節
　
安
心
と
や
ま

４
 災
害
に
強
く
、「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
県
」づ
く
り

安 心 と や ま 21 防 災 ・ 減 災 、 災 害 に 強 い 県 土 づ く り

●
 「
富
山
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
治
山
・
治
水
・
砂
防
・
海
岸
等
の
施
設
整
備
、
森
林
・
農
地
の
保
全
を
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
ソ
フ
ト
対
策
と
併
せ
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

●
市
街
地
等
に
お
け
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
雨
水
排
水
路
、

貯
留
浸
透
施
設
な
ど
の
整
備
、
及
び
河
川
、
下
水
道
、
排
水
路
の
管
理
者
等
が
連
携
し
た

総
合
的
な
浸
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
津
波
・
高
波
・
海
岸
侵
食
対
策
と
し
て
海
岸
堤
防
の
点
検
や
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
進
め
る
な
ど
、
公
共
施
設
の
計
画
的
・
効
率

的
な
維
持
管
理
や
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

取
組
み
の

基
本
方
向

1
治
山
・
治
水
・
土

砂
災
害
対
策
の
推

進

●
災
害
発
生
危
険
度
の
高
い
箇
所
に
お
け
る
治
山
施
設
の
重
点
的
な
整
備

●
堤
防
の
建
設
や
川
幅
の
拡
幅
、
放
水
路
設
置
な
ど
河
川
の
整
備
や
、
荒
廃
河
川
に
お
け
る

砂
防
堰
堤
整
備
の
推
進

●
利
賀
ダ
ム
の
建
設
促
進
、
既
存
ダ
ム
の
管
理
施
設
等
の
改
良

●
農
村
地
域
の
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
農
業
用
用
排
水
路
や
洪
水
調
整
池
の
整
備
の
推
進
、

老
朽
化
に
伴
う
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
、
た
め
池
等
農
業
水
利
施
設
の
整
備

●
砂
防
設
備
・
地
す
べ
り
防
止
施
設
・
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の
着
実
な
整
備
、
社
会
福

祉
施
設
や
学
校
な
ど
の
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
に
対
す
る
土
砂
災
害
対
策
の
充
実

主
な
施
策

南
砺
市
利
賀
村
上
百
瀬
の
土
砂
災
害（
20
17
〈
H2
9〉
年
1月
）

宮
崎
漁
港（
朝
日
町
）の
高
波
に
よ
る
越
波（
20
08
〈
H2
0〉
年
2月
）

資
料
：
県
道
路
課
調
べ

19
36

(S
11
)

80
年

経
過

高
岡
大
橋

新
庄
川
橋

70
年

経
過

60
年

経
過

50
年

経
過

40
年

経
過

30
年

経
過

20
年

経
過

10
年

経
過

19
46

(S
21
)

19
56

(S
31
)

19
66

(S
41
)

19
76

(S
51
)

19
86

(S
61
)

20
16

(H
28
)

20
06

(H
18
)

19
96

(H
8)

（
架
設
年
次
）

020 15 10 525303540
（
橋
梁
数
）

常
盤
橋

常
願
寺
大
橋

大
門
大
橋

高
度
経
済
成
長
期

城
光
寺
橋

■
県
内
に
お
け
る
架
設
年
次
別
橋
梁
数

5



4
2
6

第
２
編
　
基
本
計
画

防
災
・
減
災
、

災
害
に
強
い

県
土
づ
く
り

●
 施
設
整
備
に
係
る
計
画
策
定
へ
の
参
加

●
 河
川
堤
防
の
除
草
な
ど
、
施
設
の
維
持
管
理

の
た
め
の
活
動

●
 施
設
危
険
箇
所
等
の
簡
易
な
点
検

●
 河
川
や
海
岸
の
除
草
・
清
掃
な
ど
の
保
全

活
動

県
 民 ●
施
設
整
備
に
係
る
計
画
立
案
、
事
業

実
施
、
施
設
の
維
持
管
理

●
市
街
地
等
の
浸
水
対
策
の
実
施

市
町
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

●
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策

●
農
業
用
排
水
路
等
の
維
持
管
理

建
設
事
業
者
・
関
係
団
体

県
民
等
に
期
待
す
る
主
な
役
割

●
山
林
・
河
川
・
ダ
ム
の
管
理
者
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
流
木
対
策
の
推
進

●
保
安
林
の
指
定
な
ど
伐
採
等
の
規
制
に
よ
る
森
林
の
保
全
、
治
山
施
設
の
整
備
と
併
せ
た

森
林
整
備
の
推
進

●
地
域
の
暮
ら
し
や
歴
史
・
文
化
と
の
調
和
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
・
繁
殖
環
境
に
配
慮

し
た「
多
自
然
川
づ
く
り
」の
推
進

●
渓
流
の
連
続
性
を
確
保
す
る
透
過
型
砂
防
堰
堤
や
、
緑
豊
か
な
斜
面
空
間
を
創
出
す
る
法

面
保
護
工
な
ど
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
整
備

2
市
街
地
等
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る

総
合
的
な
浸
水
対

策
の
推
進

●
市
町
村
、
関
係
機
関
、
地
域
の
団
体
や
住
民
等
か
ら
な
る
協
議
会
に
よ
る
浸
水
対
策
計
画

の
策
定
と
当
該
計
画
に
基
づ
く
河
川
、
雨
水
排
水
路
、
農
業
用
排
水
路
等
の
整
備

●
雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
や
水
田
等
を
活
用
し
た
取
組
み

な
ど
、
雨
水
流
出
抑
制
対
策
の
推
進

3
津
波
・
高
波
・
海

岸
侵
食
対
策
の
推

進

●
堤
防
や
護
岸
、
沖
合
施
設
、
砂
浜
な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
等
を
面
的
な
広
が
り
を
持
っ
て

適
切
に
配
置
し
背
後
地
を
防
護
す
る
、
面
的
防
護
方
式
に
よ
る
海
岸
整
備
の
推
進

●
津
波
・
高
波
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
と
、
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
く
適
切
な
点
検
及
び
維
持
管
理
、
更
新
の
推
進

●
海
岸
の
多
様
な
生
態
系
や
美
し
い
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
の
有
す

る
自
然
特
性
に
応
じ
た
海
岸
づ
く
り
の
推
進

●
飛
砂
・
潮
風
・
強
風
・
高
潮
被
害
地
で
の
海
岸
保
安
林
の
造
成
・
整
備

4
公
共
施
設
の
計
画

的
・
効
率
的
な
維

持
管
理
の
推
進

●
公
共
土
木
施
設
、
農
業
水
利
施
設
等
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト（
※
１
）の
縮
減
や
修
繕
・
更
新
費
用
の
平
準
化
な
ど
、
計
画
的
な
施
設
管
理
の
推
進

●
堤
防
や
護
岸
な
ど
河
川
管
理
施
設
の
効
果
的
、
効
率
的
な
維
持
管
理
の
推
進

●
老
朽
化
対
策
に
関
す
る
国
・
市
町
村
と
の
連
絡
調
整
、
情
報
共
有
の
推
進

●
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
行
う
土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
の
巡
視
や
施
設
の
点

検
、
河
川
や
海
岸
の
除
草
・
清
掃
な
ど
の
取
組
み
の
強
化

●
国
、
関
係
市
等
か
ら
な
る
協
議
会
を
中
心
と
し
た
効
果
的
な
放
置
艇
対
策
の
推
進

（
※
１
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
 施
設
の
建
設
か
ら
維
持
管
理
、
撤
去
・
更
新
ま
で
の
一
連
の
期
間（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）で
必
要
と
な
る
費
用（
コ
ス
ト
）。

4
2
7

第
２
章
　
基
本
政
策
 ／
 第
４
節
　
安
心
と
や
ま

４
 災
害
に
強
く
、「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
県
」づ
く
り

安 心 と や ま 21 防 災 ・ 減 災 、 災 害 に 強 い 県 土 づ く り

県
民
参
考
指
標
 （政
策
目
標
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
指
標
）

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

局
所
的
な
集
中
豪
雨
の
頻
発
や
都
市

化
の
進
行
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
県

内
各
地
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
着
実
な

河
川
整
備
を
進
め
る
。

40
8.
8
km

41
8.
5
km

42
4
km

42
8
km

河
川
整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
区
間
延
長
の
う
ち
、
概
ね
10
年
に
１
回
の
確
率
で
発
生
す
る
降
雨
量（
時
間
約
50
ミ
リ
）以
上
へ
の
対
策
整
備
が
さ
れ
た
延
長

河
川
整
備
延
長

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

概
ね
５
年
前

現
　
況

20
21
年
度
、
20
26
年
度
の
姿

20
11
（
H2
3）

20
16
（
H2
8）

20
21
年
度

20
26
年
度

（
目
標
設
定
の
考
え
方
）

脆
弱
な
地
質
が
広
く
分
布
す
る
こ
と

や
集
中
豪
雨
の
頻
発
に
よ
り
、
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
と
も

砂
防
設
備
等
の
整
備
を
進
め
る
。

58
0
か
所

61
1
か
所

64
5
か
所

67
0
か
所

保
全
人
家
５
戸
以
上
等
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
う
ち
、
砂
防
施
設
が
整
備
済
み
の
箇
所
数

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
整
備
箇
所
数（
累
計
）

指
標
名
及
び

指
標
の
説
明

海
岸
保
全
施
設
の
整
備（
富
山
海
岸
）

河
川（
放
水
路
）の
整
備（
沖
田
川
放
水
路
）

治
山
施
設
の
整
備（
魚
津
市
東
山
）

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の
整
備（
氷
見
市
朝
日
丘
地
区
）

人
工
リ
ー
フ離
岸
堤

6



今
ま
で
と
同
じ

, 5
4

.6
%

資
本
金
等
の
額
の
小
さ
い

企
業
は
現
行
ど
お
り
、
大
き

い
企
業
の
負
担
増

, 
1

5
.4

%

現
行
の

1
.5
倍
程
度

, 
1

1
.6

%

現
行
の

2
倍
程
度

, 
9

.0
%

減
額

, 6
.1

%
無
回
答

, 3
.3

%

 
 
 

 
新
た
な
『
富
山
県
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
』
の
概
要

 

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
県
土
を
支
え
る
多
様
な
森
づ
く
り
の
推
進

 

と
や
ま
の
森
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
推
進

 

生
活
に
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
う
っ
そ
う
と
し
た
里
山
林
を
、
野
生
動

物
と
の
棲
み
分
や
景
観
の
保
全
な
ど
を
目
指
し
、
県
民
協
働
に
よ

り
整
備
し
ま
す
。

 

2
0
1
8
/1

2
/8

 

～
 と
や
ま
の
森
を
守
り
育
て
る
た
め
に
～

 

里
山
林
の
整
備

 

奥
地
の
人
工
林
や
竹
の
侵
入
し
た
人
工
林
を

広
葉
樹
と
の
混
交
林
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

森
づ
く
り
に
活
用
す
る
県
産
広
葉
樹
苗
を
県

民
協
働
で
育
成
し
ま
す
。

 

混
交
林
の
整
備

 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
、
花
粉
症
対
策
の

一
環
と
し
て
、
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「立

山
 森

の
輝
き
」の

苗
木
を
生
産
し
、
ス
ギ
人
工
林
の

伐
採
跡
地
に
植
栽

 

優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山

 森
の
輝
き
」
の
植
栽

 
 と
や
ま
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
森
づ
く
り
活
動

に
必
要
な
機
材
の
貸
出
し
や
、
安
全
講
習
な
ど
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
専
門
的
・総

合
的
に
支
援
し
ま
す
。

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

 

森
づ
く
り
へ
の
理
解
を
醸
成
す
る
取
り
組
み

 

児
童
、
生
徒
な
ど
広
く
県
民
を
対
象
と
し
た
「森

の
寺

子
屋
」の

開
催
や
、
県
民
が
企
画
し
実
践
す
る
森
づ
く

り
活
動
へ
の
支
援
、
森
づ
く
り
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

い
ま
す
。

 

里
山
林

 

混
交
林

 
保
全
林

 

生
産
林

 

整
備
目
標

 
２
，
０
０
０

h
a 

○
目
指
す
べ
き
森
林
の
姿

 

○
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り

 

新
た
に

 

○
地
域
住
民
等
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
拡
充

 

海
岸
林

 

地
域
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
た

 

多
様
な
里
山
の
再
生

 

原
則
と
し
て
、
自
然
の
推
移
に
委
ね

 

保
全
・
保
護

 

天
然
林
を
「
里
山
林
」
と
「保

全
林
」、

 
人
工
林
を
「
生
産
林
」
と
「混

交
林
」に
区
分
し
、
森
林
の
状
態
や
、
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
、
多
様
な
森
づ
く
り
を
推
進

 

木
材
資
源
の
確
保
と
公
益
的
機
能

の
維
持
･向

上
の
両
立

 

持
続
的
木
材
生
産
に
重
点

 

整
備
目
標

 
５
０
０

h
a 

○
危
険
木
の
流
出
防
止
対
策

 

植
栽
目
標

 
４
６
０

h
a 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

 

新
た
に

 
近
年
激
増
し
て
い
る
海
岸
林
で
の
松
く
い
虫
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
森
林
以
外
も
含
め
た
重
点
対
策
区

域
を
設
定
し
、
被
害
の
予
防
や
、
松
林
の
再
生
も
組
み
合
わ
せ
た
効
率
的
・効

果
的
な
被
害
対
策
を
実
施

 

森
づ
く
り
の
年
間
参
加
延
べ
人
数

  
目
標
１
３
，
０
０
０
人

 

新
た
に

 

○
企
業
の
森
づ
く
り
の
推
進

 

○
里
山
林
の
維
持
管
理
を
一
層
推
進
す
る
た
め
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

 

○
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り

 
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
幅
広
い
県
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
進
め
る

 

○
「森

林
浴
の
森
」を
活
用
し
た
森
林
教
室
の
開
催

 

○
H

P
や
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
森
づ
く
り
活
動
の
効
果
な
ど
森
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
の
発
信

 

森
づ
く
り
に
つ
な
が
る
県
産
材
利
用
の
推
進

 

公
共
施
設
等
の
木
質
化
や
県
産
材
遊
具
の
導
入
支
援
、

木
育
の
推
進
な
ど
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
ま
す
。

 

必
要
な
事
業
費
と
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税

 

森
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
必
要
な
事
業
費
（1

0
年
間
）
３
８
．
５
億
円

 

現
行
の
税
額
で
は

1
0
年
間
で
、
１
億
６
千
万
円
不
足

（
年
間
で

1
千

6
百
万
円
不
足

) 

【県
民
意
識
調
査
の
結
果
（
H

27
.1

1実
施
）】

 

平
成

2
9～

33
年
度
ま
で
５
年
間
の
延
長

 

《県
民
》 

  
  

  
  
○
増
額
と
の
意
見
が
過
半
数

 
 

 
 

 
  

  
  
  

  
○
大
企
業
に
つ
い
て
増
額
と
の
意
見
が
約
４
割

 

『法
人
等
負
担
額
に
つ
い
て
』 

 
 

 
 以
下
に
よ
り
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
ま
す

 

《個
人
》 
現
行
ど
お
り

 
年
間
５
０
０
円

 
《法

人
》 
資
本
金
等
が

10
億
円
を
超
え
る
大
企
業
は
増
額

 

【
税
額
の
見
直
し
】

 

【
計
画
期
間
：
H
２
９
～
３
８
】
 

○
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
フ
ェ
ア
の
充
実

 

県
民
参
加
に
よ
る
里
山
林
の
整
備

 

生
活
や
富
山
湾
の
景
観
を
守
る
海
岸
林

 

公
共
施
設
等
の
木
質
化

 

-
 １

 -
 旺
盛
な
成
長
を
見
せ
る
竹
林

 

管
理
や
更
新
の
妨
げ
と
な
る
伐
採
竹

 

「
立
山

 森
の
輝
き
」
の
苗
畑

 

「
森
林
浴
の
森
」
等
の

 
野
外
で
の
森
林
教
室

 
里
山
林
整
備
の
手
助
け
を
行
う

 
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

 

手
入
れ
不
足
に
よ
り
竹
が

 

侵
入
し
た
ス
ギ
林

 

資
本
金
等

現
行

改
正
案

1
0
0
億
円
超

8
0
,0
0
0
円

1
0
0
,0
0
0
円

5
0
億
円
超

6
0
,0
0
0
円

8
0
,0
0
0
円

1
0
億
円
超

2
7
,0
0
0
円

4
0
,5
0
0
円

１
億
円
超

6
,5
0
0
円

1
千
万
円
超

2
,5
0
0
円

1
千
万
円
以
下

1
,0
0
0
円

現
行
ど
お
り

公
益
的
機
能
の
高
い
森
林
へ
誘
導

 

森
づ
く
り
の
年
間
参
加
延
べ
人
数
の
実
績
・
目
標

 

拡
充

 

拡
充

 

拡
充

 

○
侵
入
竹
林
や
再
生
竹
の
整
理

 

海
岸
林
の
整
備
［
里
山
林
］
 

○
再
生
竹
の
整
理
や
伐
採
竹
の
活
用
支
援

 

拡
充

 

○
流
木
防
止
の
た
め
の
里
山
林
の
機
能
強
化

 

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
の
状
況

 

拡
充

 

○
公
共
施
設
等
の
木
造
化
や
木

製
品
の
導
入
等
を
支
援

 

県
産
材
遊
具
の
設
置

 

0万
本

10
万
本

20
万
本

30
万
本

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28
・・
・

H
32
・・
・

H
38

H
39

5千
5千

1万
3万

4万

10
万

20
万

30
万

「
立
山

 森
の
輝
き
」
の
生
産
計
画

 

ス
ギ
伐
採
跡
地
の
植
栽

 

○
海
岸
林
で
の
重
点
的
な
松
く
い
虫
被
害
対
策

 

見
通
し
が
悪
く
林
内
が
暗
い
里
山
林

 

⇒
天
然
林
を
「
里
山
林
」と
「保

全
林
」
、

 
人
工
林
を
「
生
産
林
」と
「混

交
林
」
に
区
分
し
、
森
林
の
状
態
や
、
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
、
多
様
な
森
づ
く
り
を
推
進

 

⇒
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
幅
広
い
県
民
の
参
加
を
得
な
が
ら
進
め
る

 
基
本
指
針

 

参
考
資
料

 

園
児
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
遊
具

 

【
課
税
期
間
】

 

《企
業
経
営
者
》
○
増
額
と
の
意
見
が
約
４
割

 

税
額
（
年
間
）
 

※
年
間
税
収
総
額

 
 

 3
.8

2
億
円

 

○
木
育
を
推
進
す
る
た
め
の
県

産
材
大
型
遊
具
な
ど
の
設
置
等

 

改
正
後

  
3
.8

2億
円

(1
千

6
百
万
円
の
増
額

) 

■
問
い
合
わ
せ
先
 
〒
93
0-
85
01
 

富
山
県
農
林
水
産
部
森
林
政
策
課
森
づ
く
り
推
進
班
 

  
富
山
市
新
総
曲
輪
1-
7 
 T
EL
:0
76
-4
44
-3
38
5 

FA
X:
07
6-
44
4-
44
28
 

ﾎｰ
ﾑﾍ
ﾟｰ
ｼﾞ
:h
tt
p:
//
ww
w.

pr
ef
.t
oy
am
a.
jp
/c
ms
_s
ec
/1
60
3/
in
de
x.
ht
ml
 

県
産
材
を
利
用
し
た
備
品
導
入

 

拡
充

 

1
0
年
間
の
整
備
実
績

(H
19
～

28
) 

1
,2

90
ha

 

1
0
年
間
の
整
備
実
績

(H
1
9～

2
8
) 

2
,6

28
ha

 

5
年
間
の
整
備
実
績

(H
24
～

28
) 

4
2
ha
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取
 
組

 
事
 
項
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

H
3
2
 

H
3
3
 

        需
  要
 
 

 の
  拡
  大
         

１
 建

築
分
野
に
お
け
る
利
用
促
進

 
【
住
宅
分
野
】
 

・
県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
の
建
設
促
進
 

・
県
産
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
住
宅
需
要
者
や
工
務
店
な
ど
へ
の
普
及
活
動
の
強
化
 

【
非
住
宅
分
野
】
 

・
県
産
材
を
使
っ
た
公
共
建
築
物
の
木
造
化
や
内
装
等
の
木
質
化
の
促
進

 
県
立
大
学
の
学
生
会
館
を
木
造
で
新
築

（
H3
2
春
供
用
開
始
予
定
）
 

・
市
町
村
へ
の
県
産
材
利
用
に
関
す
る
情
報
提
供
や
木
材
研
究
所
に
よ
る
技
術
支
援
 

・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
質
耐
火
部
材
な
ど
新
た
な
製
品
の
普
及
に
よ
る
県
産
材
需
要
の
創
出
 

・
県
産
材
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
店
舗
や
倉
庫
な
ど
民
間
の
建
築
物
で
の
利
用
の
促
進
 
  

 
 

 
 

２
 そ

の
他
の
分
野
に
お
け
る
利
用
促
進

 
・

県
や
市
町
村
の
土
木
部
局
等
で
の
県
産
材
の
利
用
促
進
 

・
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
 

・
公
共
施
設
等
へ
の
県
産
材
を
使
っ
た
備
品
の
導
入
促
進
 

 
 

 
 

 

３
 設

計
者
等
の
育
成
・
確
保

 
・

県
産
材
を
活
用
し
、
中
大
規
模
の
木
造
建
築
物
を
設
計
で
き
る
人
材
の
育
成
 

・
建
築
を
学
ぶ
高
校
生
な
ど
へ
の
木
造
建
築
の
魅
力
を
伝
え
る
取
組
み
の
強
化
 

 
 

 
 

 

４
 研

究
開
発
の
推
進

 
・

県
産
ス
ギ
大
径
材
を
構
造
材
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
技
術
開
発
 
 

 
 

 
 

 

５
 理

解
の
増
進
と
木
育
の
推
進

 
・

毎
年

10
月
を
「
と
や
ま
の
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
と
し
、
普
及
活
動
を
展
開
 

（
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
、
経
済
団
体
等
へ
の
要
請
、
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
） 

・
「
森
の
寺
子
屋
」
な
ど
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
木
育
の
推
進
 

・
児
童
館
な
ど
多
く
の
子
供
が
集
ま
る
施
設
へ
の
県
産
材
遊
具
の
導
入
促
進
 

・
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の
や
優
良
な
事
例
を
顕
彰
 

 
 

 
 

 

 安
 

定
 
 

供
 

給
 

体
 

制
 

の
 

整
 

備
  

１
 林

業
生
産
性
の
向
上

 
・

効
率
的
な
森
林
資
源
情
報
の
把
握
や
森
林
境
界
の
明
確
化
の
促
進

 
・

路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
促
進
 

・
主
伐
可
能
森
林
の
集
約
化
と
伐
採
と
再
造
林
の
一
貫
作
業
の
取
組
み
の
推
進
 

・
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山

 森
の
輝
き
」
に
よ
る
再
造
林
の
推
進
 

 

 
 

 
 

 

２
 林

業
担
い
手
の
育
成
・
確
保

 
・

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
林
業
経
営
を
実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
 

・
林
業
の
魅
力
向
上
に
よ
る
新
規
就
業
者
の
確
保
 

 
 

 
 

 

３
 品

質
・
性
能
の
確
保
と
流
通
の
円
滑
化

 
・

山
土
場
や
中
間
土
場
の
整
備
に
よ
る
需
要
に
応
じ
た
素
材
の
仕
分
け
・
ス
ト
ッ
ク
の
強
化
 

・
木
材
加
工
施
設
の
整
備
や
乾
燥
技
術
の
向
上
に
よ
る
品
質
・
性
能
の
確
か
な
製
材
品
の
供
給
 

・
県
産
材
の
需
給
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
円
滑
化
 

 
 

 
 

 

用
 
途
 

H
2
8
年
(
現
況
) 

H
3
3
年
(
目
標

) 
増
加
量

(率
) 

製
材
用
材

(A
材
) 

2
8
 

 3
6
 

 
8（

1
2
9％

）
 

合
板
用
材

(B
材
) 

1
5
 

 2
3
 

 
8（

1
5
3％

）
 

チ
ッ
プ
用
材

(C
･D

材
) 

5
4
 

 7
1
 

1
7（

1
3
1％

）
 

計
(
素
材
供
給
量

) 
9
7
 

1
3
0 

3
3（

1
3
4％

）
 

県
産
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
基
本
計
画
の
概
要

 
（
計
画
期
間
：
平
成

2
9
年
度
～
平
成

3
3
年
度
）

 

１
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１．森林所有者の責務の明確化

森林経営管理法の概要

○ 林業の成長産業化と森林資源の適切な管理の両立を図るためには、市町村を介して林業経営の意欲
の低い小規模零細な森林所有者の経営を意欲と能力のある林業経営者につなぐことで林業経営の集
積・集約化を図るとともに、経済的に成り立たない森林については、市町村が自ら経営管理を行う仕組み
を構築する必要がある。

○ このため、以下の措置を基本とする新たな経営管理の仕組みを講ずる。
① 森林所有者に適切な経営管理を促すため、経営管理の責務を明確化するとともに
② 森林所有者自らが経営管理を実行できない場合に、市町村が経営管理の委託を受け意欲と能力の
ある林業経営者に再委託する。

③ 再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が経営管理を行う。

法案の概要

趣 旨

２．森林の経営管理の仕組み

○ 森林所有者の全部又は一部が不明のものについて、一定の手続により市町村に経営管理権を
設定することを可能とする措置を講ずる。

３．所有者不明森林に係る措置

○ 市町村は、区域内の森林の経営管理が円滑に行われるよう必要な措置を講ずるよう努めるもの
とし、経営管理の状況や集積の必要性等を勘案しつつ、経営管理権集積計画を作成することによ
り、森林所有者の委託を受けて立木の伐採及び木材の販売、造林並びに保育等を行うための権
利（経営管理権）を、森林所有者から取得できるよう措置。

○ 都道府県知事が経営管理実施権の設定を希望する者を募集し、応募した林業を営む者（意欲と
能力のある林業経営者）に対して、市町村が経営管理実施権配分計画により経営管理実施権を
設定できるよう措置。

○ 経営管理権を取得した森林のうち、自然的条件に照らして林業経営に適さないもの等について
市町村が自ら経営管理（市町村森林経営管理事業）できるよう措置。

○ 森林所有者は、その権原に属する森林について、適時に伐採、造林又は保育を実施することに
より、自然的経済的社会的条件に応じた適切な経営又は管理を持続的に行わなければならないこ
ととする。 （第３条）

（第10条～第32条）

（第３条～第9条）

（第35条～第41条）

（第33条）

※ 共有の森林所有者が不確
知の場合は市町村長による
公告を経て権利の設定が可
能。（３参照）

※ 意向調査における不同意
の場合や、森林所有者が不
明の場合（３参照）等は、都道
府県知事による裁定を経て
権利設定が可能。

※

経
営
管
理
の
責
務
を
明
確
化

（
適
時
の
伐
採
・
造
林
・
保
育
の
実
施

１
参
照
）

森

林

所

有

者

○ 意欲と能力のある林業経営
者に林業経営を委託市

町

村

○ 市町村による間伐等の実施
（市町村森林経営管理事業）

林業経営に適した森林

自然的条件に照らして
林業経営に適さない森林等

信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

経営管理実施権
の設定を希望す
る林業経営者を
募集・公表

都
道
府
県

公表

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

募集

【支援措置】

（第３条）
（第33条、第34条）

（第36条）

第44条～第46条
附則第２条

（第10条～第32条）

経営管理権の設定

経営管理実施権の設定

経営管理実施権
配分計画

経営管理権
集積計画

（第35条～第41条）

（第4条～第9条）

経営管理受益権

経営管理受益権

経営管理受益権
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【森林法】（抜粋）   

第５章 都道府県森林審議会  

（設置及び所掌事務）  

第６８条  都道府県に都道府県森林審議会を置く。  

２  都道府県森林審議会は、この法律又は他の法令の規定によりその権限に属させら

れた事項を処理するほか、この法律の施行に関する重要事項について都道府県知事

の諮問に応じて答申する。  

３  都道府県森林審議会は、前項に規定する事項について、関係行政庁に建議するこ

とができる。  

第６９条  削除  

（組織）  

第７０条  都道府県森林審議会は、委員をもつて組織する。  

２  委員は、第６８条第２項に規定する事項に関し学識経験を有する者のうちから、都道

府県知事が任命する。  

３  委員の任期は、２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、再

任を妨げない。  

４  委員は、非常勤とする。  

（会長）  

第７１条  都道府県森林審議会の会長は、前条第１項の委員が互選した者をもつて充

てる。  

２  会長は、会務を総理し、審議会を代表する。  

３  会長に事故があるときは、第１項の委員が互選した者がその職務を代行する。  

第７２条  削除  

（政令への委任）  

第７３条  この法律に定めるもののほか、都道府県森林審議会の組織及び運営に関し

必要な事項は、政令で定める。  

 

 

【森林法施行令】（抜粋） 

（都道府県森林審議会の部会） 

第７条  都道府県知事は、必要があると認めるときは、都道府県森林審議会に部会を

置き、その所掌事務を分掌させることができる。 

２  部会に部会長を置き、会長が指名する委員をもつて充てる。 

３  委員の所属部会は、会長が定める。 

４  都道府県森林審議会が特に定めた事項については、部会の決議をもつて総会の

決議とすることができる。 
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【富山県森林法施行規則】（抜粋）（平成２６年４月１日改正） 

第６章 富山県森林審議会 

（組織） 

第29条 法第68条第１項の規定により設置される富山県森林審議会（以下「審議

会」という。）は、委員15人以内で組織する。 

（会議） 

第30条 審議会は、会長が招集し、その会議の議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

（庶務） 

第31条 審議会の庶務は、農林水産部において処理する。 

 

【富山県森林審議会運営要綱】 

（趣旨） 

第１条 この運営要綱は、森林法（昭和２６年法律第２４９号）、森林法施行令（昭

和２６年政令第２７６号。以下「施行令」という。）及び富山県森林法施行規則

（平成１２年富山県規則第１３号。以下「施行規則」という。）に定めるものの

ほか、この要綱の定めるところによる。 

（部会） 

第２条  審議会に森林保全部会及び森づくり部会を置く。  

２ 部会は７人以内の委員をもって組織する。 

３  部会長に事故があるときは、会長が指名した委員がその職務を代行する。 

４ 部会の運営については、施行規則第３０条第１項から第３項までの規定を準

用する。この場合において「審議会」とあるのは「部会」、会長」とあるのは「部

会長」と読み替えるものとする。 

５ 施行令第７条第４項に基づき、部会の決議をもって総会の決議とする事項は

次の各号のとおりとする。 

(1) 林地開発行為の許可に係る事項(木材の安定供給の確保に関する特別措置法

（平成８年法律第４７号）第４条第６項に係る事項を含む) 

(2) 保安林の解除に係る事項 

(3) 森林病害虫等の防除対策に係る事項 

(4) 水と緑の森づくり税を財源とする施策に係る事項 

６ 前項第 1 号から第３号に関する事項を森林保全部会が、第４号に関する事項

を森づくり部会が調査審議する。 

７ 部会長は、部会を開催したときは、当該部会における審議の概要について審

議会で報告しなければならない。 

第３条  この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に必要な事項は、会長が別

に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２６年１２月１９日から適用する。 
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